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議
員
提
出
第
十
七
号
議
案

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
二
〇
一
九
年
度
の
出
産
費
用
が
正
常
分
娩
の
場
合
、
全
国
平
均
額
は
約
四
十
六
万

円
で
、
室
料
差
額
等
を
含
む
費
用
の
全
国
平
均
額
は
約
五
十
二
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
出
産
に
か
か
る

費
用
は
年
々
増
加
し
、
費
用
が
高
い
都
市
部
で
は
現
在
の
四
十
二
万
円
の
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
で
は

賄
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
平
均
額
が
約
六
十
二
万
円
と
最
も
高
い
東
京
都
で
は
、
現
状
、
出
産
す
る

人
が
約
二
十
万
円
を
持
ち
出
し
て
い
る
計
算
と
な
る
。

国
は
、
二
〇
〇
九
年
十
月
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
を
原
則
四
十
二
万
円
に
増
額
し
、
二
〇
一
一
年
度
に
そ

れ
を
恒
久
化
、
二
〇
一
四
年
度
に
は
一
時
金
に
含
ま
れ
る
産
科
医
療
補
償
制
度
掛
金
分
三
万
円
を
一
万
六
千

円
に
引
き
下
げ
、
本
来
分
三
十
九
万
円
を
四
十
万
四
千
円
に
引
き
上
げ
た
。
二
〇
二
二
年
一
月
以
降
の
分
娩

か
ら
産
科
医
療
補
償
制
度
掛
金
を
一
万
二
千
円
に
引
き
下
げ
、
本
人
の
受
取
額
を
四
千
円
増
や
す
と
と
も
に
、

医
療
機
関
か
ら
費
用
の
詳
し
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
実
態
を
把
握
し
た
上
で
増
額
に
向
け
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

一
方
、
令
和
二
年
の
出
生
数
は
八
四
万
〇
、
八
三
五
人
で
、
前
年
に
比
べ
二
万
四
、
四
〇
四
人
減
少
し
過

去
最
少
と
な
っ
た
。
少
子
化
克
服
に
向
け
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な
支
援
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
一
時
金
は
そ
の

大
事
な
一
手
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

少
子
化
対
策
は
、
わ
が
国
の
重
要
課
題
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
ず
、
子
育
て
の
ス
タ
ー
ト
期
に
当
た
る
出
産

時
の
経
済
的
な
支
援
策
を
強
化
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
現
在
の
負
担
に
見
合
う
形
に
出
産
育
児
一
時
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令
和
三
年
九
月
二
十
八
日

大
分
県
議
会
議
長

御

手

洗

吉

生

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

参

議

院

議

長

山

東

昭

子

殿

内

閣

総

理

大

臣

菅

義

偉

殿

財

務

大

臣

麻

生

太

郎

殿

総

務

大

臣

武

田

良

太

殿

厚

生

労

働

大

臣

田

村

憲

久

殿

内

閣

官

房

長

官

加

藤

勝

信

殿

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策
）

坂

本

哲

志

殿


